
 

 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
会
の
演
奏
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動
に
理
解
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
に
、
賛
助
会
員
と
し

て
援
助
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

賛
助
年
会
費
一
口
一
〇
〇
〇
円
か
ら 

会
員
の
皆
様
に
は
、 

発
行
の
度
に
新
聞
を
お
届
け
し
ま
す
。 

竹
と
風
の
音
を
楽
し
む
会
（
今
年
は
十

月
二
十
日
土
）に
ご
招
待
し
ま
す
。 

郵
便
振
替 

口
座
記
号
番
号 

00180-0-322563
 

加
入
者
名 

平
成
尺
八
塾
鳳
竹
会 

 

 

 

☆
第
２
回 

忘
れ
ま
い
ぞ3.1

1
 

さ
さ
や
か
な
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時 

３
月
三
一
日(

土)

十
九
時
よ
り 

会
場 

お
食
事
処 

は
ま
か
つ 

☆
第
３
回 

忘
れ
ま
い
ぞ3.1

1
 

日
時 
少
し
温
か
く
な
っ
た
頃
を
検
討
中 

会
場 
調
布
市
多
摩
川
７
丁
目

36

番
地

先
の
河
川
敷
（
電
通
大
グ
ラ
ン
ド
南
） 

出
演
者
募
集
中
（
ジ
ャ
ン
ル
不
問
） 

鎮
魂
と
復
興
を
願
う
演
奏
者
の
出
演
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

連
絡
先 

門
傳 

090
-331

2-91
93 

 

東
日
本
大
震
災
の
災
害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
復
興
と
被
災
者
の
冥
福
を
祈
っ

て
音
楽
と
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
燈
し
て
小
さ
な
小
さ
な
追
悼
の
会
を
有
志
で
開
催
し
ま
し
た
。

快
く
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
た
演
奏
者
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
寒
い
中
土
手
に
集
ま
り
キ
ャ
ン
ド
ル

を
点
し
て
く
れ
た
方
々
に
こ
こ
ろ
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

合
掌 

ん
を
、
「
箏

春
会
」
は
春

の
海
を
フ
ル

ー

ト
と
演

奏
。
桜
の
独

唱

他

の
演

奏
を
い
た
し

ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ

が
、
北
の
被

災
地
に
思
い

を
馳
せ
て
心

を
込
め
て
演

奏

し

ま

し

た
。
※
印
へ 

「
小
さ
な
小
さ
な
追
悼
の
会
を
有
志
で
開

催
す
る
会
」
の
呼
び
か
け
人
は 

門
傳
良
男
、
菅
野
正
美
、
澤
口
孝
行
、
小
久

保
弘
、
那
須
野
努
、
古
川
博
資
、
小
川
芳
夫
、

新
井
久
代
、
中
西
賀
代
子
（3.1

1

現
在
） 

会
の
主
旨 

復
興
と
冥
福
を
祈
り
、
出
来
る
範

囲
の
支
援
を
し
て
い
く
た
め
、
演
奏
会
と
キ
ャ

ン
ド
ル
献
火
の
会
を
開
催
す
る
こ
と
。
賛
助
金 

出
演
す
る
演
奏
者
も
賛
助
金
を
支
払
い
演
奏
す

る
。
参
加
者
は
キ
ャ
ン
ド
ル
に
賛
助
金
を
支
払

う
こ
と
で
協
力
を
い
た
だ
く
。
会
計
を
明
確
に

し
、
支
援
金
と
す
る
。
支
援
金
の
使
途
・
方
法

は
、
孤
児
へ
の
支
援
等
を
呼
び
か
け
人
で
検
討

中
。
一
年
目
の
本
日
を
初
回
と
し
、
定
期
的
に

継
続
し
て
開
催
す
る
。
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る

方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

出
演
者
「
平
成
尺
八
塾
」
は
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、
翼

を
く
だ
さ
い
他
、
「
民
謡
双
葉
会
」
は
南
部
牛
追
い
唄
と
新
相
馬

節
を
、
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
シ
ャ
ン
」
は
花
、
浜
辺
の
歌
、
パ
リ
の
お
嬢
さ

ん
を
、 

※

日

没

ま

で
演

奏

を

し
、
ボ
ー
ド

の
キ
ャ
ン
ド

ル
に
点

火

し
、
会
場
の

皆
さ
ん
に
も

灯

を

サ
ー

ビ
ス
し
て
、

故
郷
、
今
日

の
灯
は
さ
よ

う

な

ら

を

全

員

で
合

唱
い
た
し
ま

し
た
。 

そ
し
て
私
た
ち
は
原
発
事
故
も
忘
れ
な
い
。
我
が
国
の
存

亡
に
も
係
る
大
事
故
に
、
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
々
と
そ
の
責

任
を
明
確
に
し
な
い
東
電
、
原
子
力
委
、
保
安
委
、
政
治
家

等
へ
の
怒
り
も
決
し
て
、
決
し
て
、
決
し
て
忘
れ
な
い
。 

こ
れ
ま
で
の
平
成
尺
八
塾
の
支
援
活
動 

支
援
物
資
の
送
付 

３
月
、NP

O

法
人
邦
楽

指
導
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

2
1

の
呼
び
か
け

で
石
巻
市
十
八
成
老
人
憩
い
の
家
、
保
健

セ
ン
タ
ー
清
優
館
へ
送
付
。
桑
都
の
会
経

由
で
大
槌
町
小
國
さ
ん
へ
物
資
送
付
。
内

容
は
現
地
情
報
を
も
と
に
食
糧
、
パ
ソ
コ

ン
、
長
靴
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
七
輪
、
炭
、
衣

類
、
ラ
ジ
カ
セ
、
マ
ス
ク
、
電
池
、
電
灯

等
、
独
自
に
五
箱
を
送
付
。 

炊
き
出
し
の
担
当 

 

４
月
９
日
避
難
所
に

な
っ
て
い
る
東
京
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

炊
き
出
し
を
担
当
。
調
布
市
民
と
し
て
利

用
者
分
二
百
人
の
昼
食
と
熱
い
味
噌
汁
・
コ

ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
提
供
。
協
力
を
快
諾
し

て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
。 

現
地
入
り 

５
月
に
は
門
傳
、
菅
野
、
小
林

の
３
名
が
岩
手
県
に
入
り
、
コ
ー
ヒ
ー
と
音

楽
で
被
災
地
支
援
活
動
実
施
。
大
船
渡
市

末
崎
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
大
槌
町
伝
承

館
、
安
渡
小
学
校
、
福
島
県
須
賀
川
町
後

藤
宅
を
訪
問
。
コ
ー
ヒ
ー
は
南
蛮
屋
さ
ん
の

提
供
で
六
百
杯
分
。
各
避
難
所
で
店
開
？

し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
ふ
る
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 
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平成尺八塾 

門傳良男 

冥福と復興を願い音楽とキャンドルを燈して 

 

 

 

 

 

澄んだ夜空の下でキャンドルを両手で囲み 

祈りをささげつつ歌う故郷の歌声よとどけ 

平成尺八塾 

民謡双葉会 

デュエット・シャン 

箏 春 会 

キャンドルに誓いを

を 

東日本大震災・原子力発電所事故 

http://www.sakura.ne.jp/blog/

